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医学を基礎とするまちづくり
（MBT）とは何か

概
要



わが国において喫緊の課題となっている地域の医療・福祉・
健康を基軸としたまちづくりに関して、医学と都市計画学の両
側面から都市空間・社会制度のあり方を具体的に描き、それ
らを実現するための計画技術の構築をめざす

MBT研究がめざすもの

MBT研究の背景

国民医療費の増大

出典：Nikkeibp(https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/NBO/17/kenpo/column/vol2_1/)

医療費は国⺠所得の⼀割に相当



2012年以来、早稲田大学は奈良県立医科大学と共同で『医学を
基礎とするまちづくり”MBT（Medicine Based Town）”』に
関する研究を推進している。

１）高度医療に依存しない在宅医療・まちなか医療システムの確立
２）徒歩による外出を誘発するコンパクトな都市構造の獲得
３）逆都市化がすすむ郊外縁辺部のオープンスペースの適正管理
４）地域の多主体が連携・協働する仕組みの構築 など

を通して、

地域を基盤として、医療・福祉に関連するさまざまな機能や施策を
有機的に連携し、地域全体で医療・福祉・健康を支えていくシステ
ムに関する理論の構築と社会実装をこころみる。

MBT研究の経緯

高度医療に依存することなく、在宅医療・まちなか医療システムが確
立されるとともに、日常生活の中で適切な運動や歩行が促進される
ことにより、人間が本来もつ生命力が高められるような、「未病を治
す」環境を備えたまち。

アウトカムズとして、健康寿命が延び医療費が抑制されることにより、
人体の健康と社会の持続性をあわせて追求することを可能とするま
ち。その受益者は多世代にわたる。

医学的にみて望ましいまちとは？

たとえば、
死因の６割を占める生活習慣病の予防をめざし、未病を治す都市環
境を整えるため、徒歩による外出行動を促進する空間計画技術の構
築をはかる。

面：コンパクトでウォーカブルな都市構造
線：外出を促進する公共交通システム
点：魅力的なパブリックスペースの分散配置



MBT研究の推進体制

橿原市「今井町」における
MBTの実践

実
践



奈良医大新キャ ンパス

神武天皇陵

奈良医大・ 同付属病院

重要伝統的建造物群保存地区・ 今井町 医大機能のイ ンフ ィ ル

教育機能の移転

 奈良県 橿原市今井町（ 重要伝統的建造物群保存地区）

「橿原市今井町」におけるＭＢＴの実践

空き家を再⽣しながら、まちもひとも元気に



空き家活⽤のイメージ：ケア付き共同住宅

空き家活⽤のイメージ：予防医療拠点



実現事例：まちなか健康拠点（早稲⽥⼤学今井町分室）

「早稲⽥⼤学今井町分室」2017年開所



学⽣のまちづくり活動・研究拠点

医⼤⽣による健康相談



地域住⺠とのまちづくりワークショップ

健康ステーション（毎週⾦曜⽇）



ＩＣＴみまもりシステム実証実験

実現事例：奈良医⼤ゲストハウス



健康教室



まちづくりを継続的に担う「まちづくり会社」の設⽴



ＩＣＴみまもりシステム「MBTリンク」実証実験

バイタルサイン
（⾎圧、体重、体温、⼼拍数などの測定項⽬）

＋
⽣活環境データ

（気温、湿度、照度、騒⾳、気圧、UV）

蓄積、診断、発信

・健康拠点（早⼤今井町分室など）の測定機器データ
・ウオッチ型端末データ
・室内の⾮接触型みまもりセンサデータ
など

⾼齢者ひとりでも、
安⼼してすみつづけられるまちへ

健康を下⽀えする都市環境条件
とはいかなるものか？
（健康と都市環境の関係についての基礎研究）

理
論



⾼齢独居者の「孤独感」と⽣活パターンの関係



外
出
行
動
に
関
す
る
項
目

表 孤独感・社会的孤立と有意な相関を示す因子



どこへ？

何のために？

どのくらいの頻度
で？

外出⾏動に関する
追加ヒアリング調査

（協⼒者11名）

余暇頻度が高いものの、

広域徒歩圏での “日常的な余暇活動（散歩等）”が見られない

広域徒歩圏（半径２ｋｍ程度）での余暇頻度が高く、
とりわけ、“散歩行動”が多い

孤独感の
低い５名

孤独感の
⾼い７名

Aさん Bさん Cさん Dさん Eさん

Fさん Gさん Hさん Iさん Jさん Kさん Lさん



ベンチ・休憩
スペースの整備

ベンチ喫茶店、敬老館、病院 etc.街の居場所

緑が気持ちいい（B)

お気に入りの
喫茶店(D)

疲れたらいつでも
休憩できる(L)

ブティックの
品揃えが大事(D) 新しくできた

居場所に通う（K）

長年お世話になって
いる街の医院（A）

ちょっと歩いて
広い公園に(C)

人との待ち合わせ時
にありがたい(L)

毎日ここで
お昼を食べる（D）

広域徒歩圏(半径2km程度）

人の声が聞こえて
楽しい(C）

歩行系アクセス
の整備

まちなかの
居場所の整備

オープンスペース
の再整備

孤独感をうまない都市空間整備のイメージ（仮）

ウォーキング・ランニングを誘発する都市環境





実践的
まちづくり

実証的
研究 計画

理論化

データ取得・分析

実践へのフィードバック

知⾒の
とりまとめ・
体系化

おわりに：MBT研究の全体像

・今井町PJ
・農村観光PJ
・団地再⽣PJ

ほか

・歩きやすさ研究
・⾛りやすさ研究
・居場所研究

ほか


